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駐
車
場
草
刈
り 

 
  

深
町
連
合
町
内
会 

 
 
 
 

  

会
長 

池
田 
充
子 

 ７
月
１３
日
に
、
執
行
部
及
び
、
上
、
中
、

下
組
役
員
及
び
講
役
員
の
方
々
、
又
、
各

団
体
長
様
達
と
、
盆
行
事
に
向
け
て
駐
車

場
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

暑
い
中
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
を
し
て

い
た
だ
き
、
１
時
間
弱
ほ
ど
で
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

８
月
１５
日
に
行
わ
れ
る
盆
行
事
に
、
た

く
さ
ん
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

太
鼓
踊
り
保
存
会
盆
行
事 

  

深
町
連
合
町
内
会 

 
 
 
 
 

文
化
部
長 

天
木 

雅
之 

  

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
町
内

の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
、

熱
中
症
対
策
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

８
月
１５
日
に
深
小
学
校
校
庭
に
お
き
ま

し
て
盆
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
町
内
の
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
太
鼓
踊
り
保
存
会
の
皆
様
に
よ
り
ま

す
太
鼓
踊
り
を
例
年
通
り
行
い
た
い
と
計

画
し
て
い
ま
す
。 

午
前
１０
時
頃
よ
り
各
所
に
参
り
ま
す
の

で
近
く
に
行
き
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
と
も
、
ご

観
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

順
路
を
次
の
通
り
と
考
え
て
い
ま
す
。 

①
中
組
ル
ー
ト
建
設
様⇨

②
サ
ン
ラ
イ

ズ
大
池
様⇨

③
下
組
公
民
館
様⇨

④
下
組

河
原
様⇨

⑤
中
組
干
川
神
社
様⇨

⑥
中
組

田
屋
講
麓
様
宅
前
の
お
堂⇨

⑦
中
組
西
野

講
村
上
様⇨

⑧
中
組
峠
講
川
下
計
算
セ
ン

タ
ー
様⇨

上
組
為
清
様
宅
に
て
昼
食⇨

⑨

上
組
西
側
講
小
林
様⇨

⑩
高
下
・
西
側
講

の
お
堂⇨

⑪
上
組
清
国
・
辰
巳
講
新
内
様

宅
裏
の
お
堂
で
す
。 

変
更
又
は
、
追
加
の
有
る
場
合
は
、
御

容
赦
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

      

深
町
ふ
れ
あ
い 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

 

深
町
連
合
町
内
会 

体
育
部
長 

 

安
藤 

志
保 

 

平
素
よ
り
多
大
な
ご
協
力
を 

賜
わ
り
、
町
内
の
皆
様
に
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
深
町
単
独
で
三
原
市
民
体
育

大
会
へ
の
出
場
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

「
年
齢
が
指
定
さ
れ
る
各
種
目
の
選
手
集

め
が
限
界
に
き
て
い
る
」
等
の
ご
意
見
を
、

今
年
度
総
会
に
お
い
て
多
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

そ
こ
で
、
連
合
町
内
会
執
行
部
、
体
育

部
で
検
討
・
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
今
年

度
は
市
民
体
育
大
会
に
出
場
せ
ず
、
深
町

内
に
お
い
て
「
深
町
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
・
親
睦
】

と
【
健
康
づ
く
り
・
健
康
維
持
】
を
目
的

に
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で

楽
し
め
る
行
事
を
目
指
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご
参
加
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
程
は
10
月
５
日
（
日
）
で
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

 

長
き
に
わ
た
り
市
民
体
育
大
会
出
場
に

ご
尽
力
・
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
敬

意
と
感
謝
を
込
め
て
。 

      
   

子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
全
校
登
校
日
は 

６
日
と
２２
日
で
す
。 

午
前
１１
時
頃
に 

下
校
し
ま
す
。 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う 

                

   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
力
者
一
同 

 

参
加
者
さ
ん
の
声
を
受
け
て
、
７
月
２

日
の
サ
ロ
ン
で
は
、
全
体
で
の
「
お
し
ゃ

べ
り
タ
イ
ム
」
を
設
け
て
み
ま
し
た
。
テ

ー
マ
を
６
〜
７
個
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

１
つ
目
の
「
夏
、
元
気
に
な
る
飲
み
物
」

で
、
梅
酢
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
、
し
そ
ジ
ュ
ー

ス
と
、
そ
の
作
り
方
な
ど
で
話
が
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
、
し
ゃ
べ
る
こ
と

は
元
気
が
出
て
良
い
で
す
ね
。 

７
月
９
日
の
深
小
す
み
れ
学
級
さ
ん
訪

問
で
は
、
自
己
紹
介
で
「
夏
の
楽
し
み
・

良
い
と
こ
ろ
」
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
か
ら
は
プ
ー
ル
や
釣
り
、
大
人

で
は
冷
え
た
ビ
ー
ル
、
夏
野
菜
が
ど
ん
ど

ん
採
れ
る
こ
と
な
ど
が
出
て
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
の
後
は
、
誕
生
日
順
（
年
齢
は

関
係
な
く
）
に
座
る
位
置
を
並
び
替
え
て

「
キ
ャ
ッ
チ
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

最
後
に
み
ん
な
で
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
楽
し

み
ま
し
た
。
同
点
引
き
分
け
で
し
た
。 

今
夏
も
酷
暑
の
様
子
で
す
。
地
球
温
暖

化
防
止
策
と
し
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
涼

む
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
を
兼
ね
て
、
サ
ロ

ン
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

８
月
27
日
の
プ
チ
講
座
は
、
生
協
ひ
ろ

し
ま
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
、「
ひ
ろ
し

ま
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
体
操
」
を
行
い
ま
す
。
夏

の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
！
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  
  

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・ 

６
日
：
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
塗
り
絵 

・
１３
日
：
盆
踊
り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル 

・
２０
日
：
脳
ト
レ
、
ボ
ッ
チ
ャ 

・
２７
日
：
プ
チ
講
座
「
ひ
ろ
し
ま 

 
 
 
 
 

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
体
操
」 

 

★
２７
日
を
除
き
毎
回
最
初
の
３０
分

は
「
い
き
い
き
体
操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 
 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を 

 

発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

https://w
w

w.instagram
.com

/fuka
m

achi.ochanom
a/ 

 

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

090-5265-3855 
                

 
 

   

◆
連
合
町
内
会 

 

▼
盆
行
事 

 
 
 
 
 
 
   

１５
日 

 

◆
小
学
校 

 

▼
全
校
登
校
日 

 
 
 
 
 
 
  

  

６
日 

 

▼
一
斉
閉
庁  

 
 

 
 
  

１２
～

１４
日 

 

▼
全
校
登
校
日 

 
 

 
  

 
 

 
 

２２
日 

 
 ◆

如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
夏
期
講
習
（
中
） 

 
 
 

１
～
７
日 

 
 

求
職
申
込
票
締
切 

 
 

 
 

１
日 

 
 

中
期
夏
期
講
習
（
高
） 

 

１
～
６
日 

▼
夏
期
集
中
授
業
（
中
） 

１８
～

２１
日 

 

中
３
学
力
推
移 

 
 

 
 

 

２１
日 

 

調
査
書
・
履
歴
書
締
切 

 
 

１８
日 

後
期
夏
期
講
習
（
高
） 

１８
～

２２
日 

▼
始
業
式
・
清
掃
・
面
談
（
中
・
高
） 

 

各
委
員
会
・
通
学
区
会
（
中
） 

２８
日 

▼
身
体
測
定
（
中
） 

 
 

 
 

２９
日 

▼
面
談
・
身
だ
し
な
み
・ 

授
業
チ
ェ
ッ
ク
（
中
・
高
） 

  
 

２９
～
４
日 

   
  

 
   

三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

           

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
が
、
７
月
１９

日
（
土
）
に
１７
名
の
参
加
で
深
町
・
城
山

コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

１
位 

 
 

 
 

竹
ノ
内 

洋
子 

２
位 

 
 

 
 

山
内 

好
己 

３
位 

 
 

 
 

船
本 

雄
三 

 
 

ベ
ス
グ
ロ
６７ 

 
 

船
本 

雄
三 

 

２
人
組
戦
１
位 

 

井
上 

幸
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
内 

好
己 

 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

林 

洋
祐 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
木 

タ
エ
子 

 

※
選
手
の
敬
称
略 

 

次
回
の
月
例
大
会
は
、
８
月
２３

日

（
土
）
に
、
行
い
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 

事
務
局 

山
内 

好
己 

  
        
 

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

「アドレスは８月より変更になりました」 
https://fuka.miharaweb.com 

連
合
町
内
会
活
動
報
告 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

８
月
の
予
定 

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 

深
町
各
種
団
体
八
月
行
事
予
定 

オニユリ 
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ど
り
ぃ
む
だ
よ
り 

  
 

 
 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む 

 
 
 
 
 

三
原
市
中
之
町
６
丁
目
３１
番
１
号 

 
 

 
 

 
 

電
話 
６１‐

４
４
１
０ 

 

熱
中
症
に
つ
い
て 

 

熱
中
症
と
は 

 

暑
い
環
境
の
中
で
体
の
水
分
量
や
塩
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
整
が
う
ま

く
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
様
々
な
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。
例
年
５
月
頃
か
ら
発
生
し

始
め
、
気
温
が
高
く
な
る
７
月
下
旬
～
８

月
上
旬
に
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。 初

期
の
症
状
は
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き

気
、
体
の
だ
る
さ
な
ど
で
す
が
、
症
状
が

重
く
な
る
と
意
識
障
害
や
け
い
れ
ん
が
起

き
る
こ
と
が
あ
り
、
命
の
危
険
が
及
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

 

高
齢
者
に
多
い
理
由 

 

① 

体
温
調
整
機
能
の
衰
え 

②
体
の
水
分
が
不
足
し
が
ち
（
成
人
は 

 
 

６０
％
、
高
齢
者
５０
％
） 

③
暑
さ
を
感
じ
る
能
力
や
発
汗
機
能
の 

低
下 

④
口
の
渇
き
の
低
下 

 

国
が
ま
と
め
た
昨
年
度
の
統
計
に
よ
る
と 

 

・
２
０
２
４
年
５
月
～
９
月
熱
中
症
に 

よ
る
救
急
搬
送 

全
国
で
９
７.

５
７  

８
名 

・
救
急
搬
送
者
の
う
ち
、
初
診
で
死
亡 

が
確
認
さ
れ
た
例 

１
２
０
名 

・
救
急
搬
送
者
の
５７.

４
％
が
６５
歳
以 

上
の
高
齢
者 

・
救
急
搬
送
者
の
３８.

０
％
が
住
居
内 

で
発
生 

      

対
策 

 

◎
こ
ま
め
な
水
分
補
給
【
一
日
：
1,2
Ｌ 

程
度
（
コ
ッ
プ
６
杯
程
度
）】 

※
水
は
一
度
に
飲
む
と
胃
腸
を
壊
す
人 

も
い
る
た
め
冷
水
で
は
な
く
常
温
の  

水
を
何
度
か
に
分
け
て
飲
む
よ
う
に 

し
ま
し
ょ
う
。 

※
就
寝
前
や
ト
イ
レ
後
、
起
床
後
、
入 

浴
前
後
に
コ
ッ
プ
一
杯
程
度
の
水
を 

飲
み
ま
し
ょ
う
！ 

      

◎
塩
分
補
給
（
塩
飴
、
梅
干
し
、
味
噌 

汁
、
熱
中
症
対
策
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
） 

 

屋
内
：
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を

調
節
（
２８
℃
以
下
）
、
遮
光
カ
ー
テ

ン
・
す
だ
れ
・
打
ち
水
を
利
用
。 

 

屋
外
：
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、
日
陰
の  

利
用
や
こ
ま
め
な
休
憩
、
天
気
の
よ 

い
日
は
日
中
の
外
出
を
出
来
る
だ
け 

控
え
る
。 

※
肝
臓
や
心
臓
の
病
気
で
塩
分
制
限
や 

水
分
制
限
が
あ
る
方
は
か
か
り
つ
け  

医
に
相
談
を
！ 

 

 

葉
月
は
何
月
？
読
み
方
と
意
味

や
由
来
、
他
の
呼
び
名
に
つ
い
て 

 

「
葉
月
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
に

「
８
月
」
を
さ
し
ま
す
。
こ
の
名
前
は
日

本
の
旧
暦
に
基
づ
い
て
お
り
、「
は
づ
き
」

と
読
む
の
が
一
般
的
で
す
。 

こ
の
呼
び
名
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
暦

の
文
化
に
根
ざ
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

月
が
持
つ
特
定
の
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
を
美

し
く
表
現
し
て
い
ま
す
。 

  

葉
月
の
由
来 

 
葉
月
は
元
々
、
旧
暦
の
「
８
月
」
の
呼

び
名
で
す
。 

今
日
で
も
、
旧
暦
の
８
月
と
新
暦
の
８
月

を
同
じ
と
考
え
、
葉
月
を
新
暦
の
８
月
と

し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

旧
暦
は
月
の
満
ち
欠
け
に
基
づ
く
暦
を
用

い
て
い
る
た
め
、
新
暦
の
太
陽
の
動
き
と

完
全
に
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
旧
暦
の
８
月
は
新
暦
で
は
８

月
下
旬
か
ら
１０
月
上
旬
ま
で
に
相
当
し
、

約
一
ヶ
月
の
時
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

  

葉
月
の
意
味
と
語
源 

 

葉
月
の
名
前
の
由
来
に
は
複
数
の
説
が

あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
落
葉
が
始
ま
る
季
節
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
葉
落
ち
月
」
と
も
呼
ば
れ
、
こ

れ
が
時
間
と
共
に
「
葉
月
」
に
短
縮
さ
れ

た
と
い
う
説
で
す
。 

ま
た
、
葉
が
色
づ
く
秋
の
始
ま
り
を
示

す
「
は
づ
き
」
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
渡
り
鳥
で
あ
る
雁
が
飛
来
す

る
時
期
を
示
す
「
初
雁
月
（
は
つ
か
り
づ

き
）」
が
短
縮
さ
れ
て
「
は
づ
き
」
と
な
っ

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

  

８
月
の
別
称
「
葉
月
」
の
魅
力
と
そ
の

多
彩
な
呼
び
名 

 

８
月
、
日
本
の
旧
暦
で
は
「
葉
月
」
と

し
て
知
ら
れ
、
こ
の
月
に
は
数
々
の
魅
力

的
な
別
名
が
存
在
し
ま
す
。 

 中
秋
（
ち
ゅ
う
し
ゅ
う
） 

 

旧
暦
で
は
８
月
は
秋
の
中
心
に
位
置
し
、

「
中
秋
」
と
称
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
時
期
は
、
旧
暦
に
お
け
る
季
節
区

分
に
基
づ
き
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
が
春
、

４
月
か
ら
６
月
が
夏
、
７
月
か
ら
９
月
が

秋
、
１０
月
か
ら
１２
月
が
冬
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 雁
来
月
（
か
り
く
づ
き
・
が
ん
ら
い
げ
つ
） 

 

こ
の
名
前
は
、
秋
の
訪
れ
と
共
に
日
本

へ
飛
来
す
る
渡
り
鳥
、
特
に
雁
の
到
来
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。 

 穂
張
り
月
（
ほ
は
り
づ
き
） 

 

稲
穂
が
充
実
し
て
成
長
す
る
こ
の
季
節

に
ち
な
み
、
農
作
物
の
成
熟
を
表
す
名
前

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 南
風
月
（
は
え
づ
き
） 

 

こ
の
期
間
は
台
風
が
多
く
発
生
し
、
南

か
ら
の
強
風
が
特
徴
的
で
あ
る
た
め
、
こ

の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
風
が

吹
く
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
天
候
の
変
化
を

も
た
ら
す
重
要
な
時
期
で
す
。 

 萩
月
（
は
ぎ
つ
き
） 

 

秋
の
季
節
を
彩
る
萩
の
花
が
こ
の
時
期

に
咲
き
誇
り
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
か
ら
、

こ
の
月
に
萩
月
の
名
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 燕
去
月
（
つ
ば
め
さ
り
つ
き
・
え
ん
き
ょ
づ
き
） 

 

夏
の
終
わ
り
に
あ
た
り
、
燕
が
南
へ
と

旅
立
つ
季
節
を
表
し
ま
す
。
こ
の
別
名
は
、

燕
の
移
動
が
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
告
げ

る
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 月
見
月
（
つ
き
み
づ
き
） 

 

秋
の
名
月
を
楽
し
む
お
月
見
が
行
わ
れ

る
季
節
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
行
事
と
密

接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
別
名
は
、
葉
月
が
持
つ
多
様

な
自
然
の
変
化
と
文
化
的
背
景
を
映
し
出

し
、
日
本
の
四
季
を
感
じ
さ
せ
る
深
い
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
が
季
節
の
変
わ
り
目

や
自
然
の
美
し
さ
を
詩
的
に
表
現
し
て
お

り
、
日
本
の
旧
暦
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

  

葉
月
の
多
様
な
別
名
と
そ
の
意
味 

 

葉
月
、
ま
た
の
名
を
８
月
は
、
日
本
の

旧
暦
に
お
い
て
様
々
な
美
し
い
呼
び
名
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
名
前
は
、
季
節
の
変
化
や
自

然
現
象
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
お
り
、
日

本
の
文
化
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

 橘
春
（
き
つ
し
ゅ
ん
） 

 

新
し
い
季
節
の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る

名
前
で
、
春
の
再
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ま

す
。 

 素
月
（
そ
げ
つ
） 

 

「
素
朴
な
月
」
を
意
味
し
、
自
然
の
素

直
な
美
し
さ
を
表
し
ま
す
。 

 高
秋
（
こ
う
し
ゅ
う
） 

 

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
時
期
を
指

し
、
成
熟
し
た
季
節
の
風
格
を
象
徴
し
ま

す
。 

 寿
星
（
じ
ゅ
せ
い
） 
 

長
寿
や
幸
福
を
願
う
月
と
し
て
の
意
味

合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 桂
月
（
け
い
げ
つ
・
か
つ
ら
づ
き
） 

 

桂
の
木
が
特
に
美
し
い
こ
の
時
期
に
ち

な
ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 酉
月
（
ゆ
う
づ
き
） 

 

夕
方
の
美
し
さ
や
月
の
清
ら
か
さ
を
表

す
名
前
で
す
。 

 大
章
（
た
い
し
ょ
う
） 

 

大
い
な
る
始
ま
り
や
重
要
な
時
期
を
示

唆
す
る
名
前
。 

 難
月
（
な
ん
げ
つ
） 

 

困
難
や
挑
戦
が
多
い
時
期
を
象
徴
す
る

名
前
で
す
。 

 月
夕
（
げ
っ
せ
き
） 

 

夕
月
を
見
る
風
情
を
楽
し
む
時
期
を
指

し
ま
す
。 

 

豆
雨
（
ず
う
） 

 

小
雨
が
降
る
季
節
の
変
わ
り
目
を
表
す

名
前
で
す
。 

 西
影
（
せ
い
け
い
） 

 

西
日
が
長
く
な
る
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
別
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
季
節

の
美
を
捉
え
、
日
本
の
四
季
の
返
還
を
詩

的
に
映
し
出
し
て
い
ま
す
。 

葉
月
の
名
前
は
、
た
だ
の
月
の
名
前
で

は
な
く
、
文
化
と
自
然
の
深
い
繋
が
り
を

教
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。 

 葉
月
の
意
味
と
そ
の
象
徴
性 

 

「
葉
月
」
と
い
う
名
前
は
、
葉
が
豊
か

に
茂
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、
実
際

に
は
葉
が
落
ち
始
め
る
時
期
を
指
し
ま
す
。 

こ
の
名
前
の
由
来
は
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
、
特
に
初
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

自
然
現
象
を
反
映
し
て
い
ま
す
。 

 燕
去
月
お
雁
来
月 

 

特
に
「
燕
去
月
」
は
燕
が
去
る
時
期
、

「
雁
来
月
」
は
雁
が
飛
来
す
る
時
期
を
表

し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
名
前
は
、
生
物
の
移
動
と
季

節
の
変
動
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
を
示
し
、
自
然
と
の
深
い
関
連
性
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。 

  

季
節
の
美
を
伝
え
る
月
の
名
前 

 

日
本
の
先
人
た
ち
は
、
自
然
現
象
や
季

節
の
変
化
を
月
の
名
前
に
織
り
交
ぜ
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
が
持
つ
独
特
の
風

情
を
表
現
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
名
前
を
通
じ
て
、
現
代
に
お

い
て
も
季
節
の
美
し
さ
や
移
ろ
い
を
新
た

な
視
点
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

時
折
、
こ
れ
ら
の
名
前
を
思
い
出
す
こ

と
は
、
自
然
へ
の
敬
意
と
理
解
を
深
め
る

素
晴
ら
し
い
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

                                   

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 


